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31.移住過程におけるパターン形成
東大 ･理 劉勇,鈴木増雄
われわれは生態系での個体群の空間移住を念頭において次のような系を研究している:
● → →→
好･-R("i)+㍗,J Ni,"j)と (1)
=E
Niは iサイトにいる個体数,jはiサイ トに隣接したサイトとする.第-項はたとえば個体
群の生長,競争,捕食等である｡第二項の移住項については,通常の反応拡散系と違うある種
の非線型性を仮定する｡
ここでは,主に手計算のできる範囲内で,種の数が-で,空間サイ トが二つだけの場合の挙
動を示す｡この場合,(1)式の第-項はロジスティック生長だけとするL:
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